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北部検討会「中間とりまとめ」重点事業 
（第５回北部検討会 資料） 



愛されるＫＴＲへ 
 ～乗って守る・来てもらって守る～ 

  
 

これからも沿線地域の人々が誇りを持って、いきいきと暮らし続け、域外の人たち
に自慢できる、地域に愛される鉄道としてその価値をしっかりと発揮できるように、
安全を確保し、安心して使える設備水準でしっかりと後世につないでいく。 
  
 
＜実現に向けた視点＞  
○便利で魅力的で乗りたくなる、地域の人々・企業から必要とされる鉄道へ 
○信頼される経営を進める企業体質の実現 
○地域全体で支える仕組み、機運の醸成 
○ＫＴＲ（鉄道・駅）を核としたまちづくり 
○全国の人たちが「北近畿（沿線）に足を運ぼう」と思う地域・鉄道へ 
 
 

今後とも、人口減少や少子高齢化の進展は避けられず、京都縦貫自動車道の全
線開通など、ＫＴＲを取り巻く厳しい環境を乗り越えるため、危機感を持って、本気
で対策を取らなければ、いずれ厳しい選択を迫られることになりかねない。 
 



≪実現に向けて取り組むべき対策の３本柱≫ 
 
 

 ○将来に向けて持続的な運行かつ機動的な意思決定のできる会社組織 

   としての経営体制の確立 など          → 『経営改善対策』 
 
 
 ○今後の安全運行の継続と、お客様に安心して快適に利用していただく 

   ための設備投資、体制整備 など         → 『安全安心対策』 
 
 
 ○地域内で必要な存在として利用されるとともに、地域外からの利用者 

   拡大に向けての集客増収への取組 など   → 『増客・集客対策』 



１－（１） 経営体制の刷新 

ねらい ＫＴＲの経営効率化と迅速性を図る 

実施内容 

 取締役の抜本的見直しを進め経営体制のスリ
ム化を検討する。また、経営責任の所在が明確
化される体制を検討する（所有と経営の分離）。 
＜現在＞ 
 取締役の構成＝社内取締役６名、社外取締役１２名 
 社外取締役＝沿線自治体の首長等９名、その他３名 

実施時期 
速やかに改善 
（２４年度内に検討開始、２５年度に実施） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 ティームKTR提案 
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１－（１） 企画・営業部門強化 

ねらい 
マーケティングを強化し、利用者の回復と運輸外
収入の拡大を図る。 

実施内容 

顧客ニーズを把握・分析し、観光誘客などの増客
対策、物販、サービス提供などの運輸外収入拡
大に向けた新たな事業展開を検討するため、企
画・営業部門の体制を整備する。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 北部検討会、ティームＫＴＲ 



いすみ鉄道（千葉県）の例 

①鉄道外事業の営業損益（平成23年度） 
  営業収益   68,436千円 
  営業費用   55,641千円 
  営業損益   12,795千円  

 主な鉄道外事業 
 ○売店業 （オリジナル商品の販売） 
  ・売店３ヵ所及びｗｅｂショップ 
  ・年間売上 約６，２００万円 
 
 ＜商品例＞ 
  食品類（オリジナル煎餅「い鉄揚げ」、ムーミンハー 
  ブティ、房総のけむり饅頭等）、グッズ（絵はがき、 
  運転手・車掌バッジ、ムーミングッズ等） 
  ※ ｗｅｂショップでは企画乗車券の販売や車両 
    オーナーの応募なども受付 
 
②その他の活性化事業 
 ○駅のネーミングライツ（３駅） 年間売上約１８０万円 



１－（２） 支援スキームの見直し 

ねらい 
自治体による公費負担の説明責任を果たすために支
援対象を明確化する。 

実施内容 

鉄道事業の運行（輸送関係）部分と安全運行に必
要な基盤（設備関係）部分を峻別し、基盤部分へ
の国庫補助拡大が期待される、いわゆる上下分離
の検討を進める。同時に経営責任が明確になる体
制を検討する（所有と経営の分離）。 
上下分離の上（運行部分）は運輸収入で自立的に収支バランスが取
れる仕組みとし、下（基盤部分）は国及び自治体の支援により整備
を行うことを基本に検討を進める。 

実施時期 速やかに改善（２４年度中に着手） 

実施主体 自治体、ＫＴＲ 

備 考 





１－（２） コスト構造改革、 
      会社経費の削減 

ねらい さらなる人件費・会社経費の削減に努める。 

実施内容 

人件費・会社経費の削減等に目標を定めてさら
なるコストカットに取り組む。 

人件費及び会社経費の1割以上の削減（平成23年度比） や委託・

外注方法の見直し、日々の会社経費の削減、駅の委託化による経
費削減（再掲）等を進める。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 



社員の給与削減等の取組 
 KTRにおいて平成22年度から実施中の取組 
  ・60歳以上の定年延長社員の基本給与の30％カット 
  ・55歳以上職員の昇給停止措置 
  ・役職手当、職務手当の削減 など 

H20実績 
１人１ヶ月平均給与（円） 

基準賃金 基準外賃金 臨時給与 計 

北近畿タンゴ鉄道 270,668  11,239  55,017  336,924  

土佐くろしお鉄道 210,585  55,300  33,725  299,610  

松浦鉄道 177,954  43,497  38,720  260,171  

肥薩おれんじ鉄道 228,486  8,975  1,373  238,834  

三セク鉄道３５社平均 215,087  35,534  47,960  298,580  

【出典】平成20年度鉄道統計年報 

（ H22年４月実績） 

北近畿タンゴ鉄道 242,925  9,324  46,719  298,969  

三セク他社との給与水準比較 
※基準賃金＝時間外手当を除く支給賃金、基準外賃金＝時間外手当、臨時給与＝賞与（ボーナス） 



１－（２） 組織定数の見直し 

ねらい 
現行組織のスリム化を図り、さらなる経費削減に
努める。 

実施内容 
現行の配置基準の見直しを行い（管理部門、運輸
部門等）、定数削減を実施する。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 

KTR社員配置 

（社員） （嘱託）

管理部門 駅務 運転士 車掌 工務 検修 運転指令 その他 計 人材センター

H21 47 11 55 16 21 14 9 20 193 -

H24 38 16 44 9 16 10 6 14 153 31

いずれも4月1日時点



１－（２） 本社と運行本部の統合 
ねらい 業務運営の効率化と経費の削減を図る。 

実施内容 
本社（福知山）と運行本部（宮津）の統合する。 
 Ｈ２４＝本社機能を運行本部へ一部移転 
 Ｈ２５＝全面移転（定款変更も含め） 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 

 
 
 
 
 

ＫＴＲ組織図 本社（福知山）

運行本部（宮津）

社長

経営企画部

運輸部

工務部

運行統括本部長

安全対策監



１－（２） 企画乗車券の見直し 

ねらい 
企画乗車券の見直しを行い、ＫＴＲの収支と利用
者利便の改善を図る。 

実施内容 

片道乗車よりも安価な企画切符の割引率の見直
しと特急利用制限の見直しなど、収支と利便性の
バランスを考えた見直しを行う（ＫＴＲ１日フリー
きっぷ）。また、多数発売している企画切符の整
理を行う。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 



１－（２） 運賃負担の見直し 

ねらい 
運賃の受益者負担の考え方を見直し、ＫＴＲの収支
と利用者利便の改善を図る。 

実施内容 

他の三セク鉄道の平均と比較し割引率の高い通学定期券、通
勤定期券、企画乗車券については、費用負担の考え方の見直
しを検討する。 

検討に際しては、自治体の教育施策や商工・観光施策との連
携、そして利用者負担の水準を勘案する。 

初乗り運賃を含めた総合的な運賃体系（距離別加算運賃体
系）の見直し及び特急料金体系の見直しを検討する。 

実施時期 速やかに改善（２５年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ、自治体 

備 考 



１－（３） 清潔な車両等利用環境の整備 

ねらい 
ＫＴＲが日常の移動手段として選択されるよう、利
用環境を整え、維持していく体制を整える。 

実施内容 
清潔な駅・車内の環境を整えるため、通常の清掃
に加え、乗務員や駅員による点検を通じ、気持ち
よく利用できる環境維持の体制を整える。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 



社員による自主清掃活動の状況 



２－（１） 安全・安心に係る重点的設備投資 
        （軌道・構造物、電気設備、車両） 

ねらい 
安全安心な運行を継続するため、必要な設備投
資を行う。 

実施内容 

開業後２０余年が経過し老朽化した設備を計画的
に更新し、開業当時の状況に回復する。 

国庫補助事業を最大限に活用すべく、必要な調
査・計画策定を進め、着実に設備を更新する。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 ティームＫＴＲ提案 



老朽化した設備の例 

◆道床                   ◆マクラギ 

 
レール継ぎ目の噴泥現象                  腐朽マクラギの例 

【出典】日本鉄道施設協会調査報告書            【出典】日本鉄道施設協会調査報告書  

 

◆レール                  ◆車両 

                       

50Tレールの端部欠損                   ＫＴＲ車 

【出典】日本鉄道施設協会調査報告書            （西舞鶴運転区にて撮影） 



２－（２） 快適で魅力的な移動環境の確保 

ねらい 
ＫＴＲの利用が目的となるような企画（車両導入）
を行い、増収・増客を図る。 

実施内容 

利用者が心地よく過ごせる車内空間のリニュー
アルとその列車を活用した魅力あるKTRの旅を企

画。今後増加が見込まれる高速道路利用者を
KTRへ呼び込む仕掛けを検討する。 

冷房能力の落ちた車両の冷房設備を順次更新
する。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ、自治体 

備 考 ティームＫＴＲ提案 



斬新なデザイン車両の例（ＪＲ九州「指宿のたまて箱」） 



観光バス 
観光バス 

                 

高速道路開通予定          高速道路と鉄道の連携   

  平成 24 年度開通予定   

   ・ 京都第二外環状道路   

（沓掛 IC ～大山崎 JCT ）   

平成 26 年度開通予定   

   ・京都縦貫自動車道   

（京丹波 IC ～京丹波わち IC ）   

   ・舞鶴若狭自動車道            ①高速 道路を利用してＡ駅へ   

（小浜 IC ～敦賀 IC ）             ②Ａ駅からＢ駅まで KTR に乗って観光   

                      ③Ｂ駅から高速道路を利用して帰路へ   

Ａ Ｂ 

ＫＴＲ利用 



３－（１） ダイヤ編成の見直し（パターンダイヤ化） 

ねらい 
分かりやすく使いやすいダイヤ、車両運用の最
適化を図る。 

実施内容 

ピーク時（通勤通学時）以外のダイヤをパターン
化し、覚えやすく使いやすいダイヤにする。 
（概ね１時間に１本のダイヤを確保） 
これにより、総移動時間(待ち時間＋乗車時間）

の短縮や車両運用・人員体制の効率化が期待さ
れる。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ 

備 考 ＫＴＲ再生計画 



【出典】福井市都市交通戦略 第３回協議会資料 



３－（１） 公共交通間の接続改善 

ねらい 
駅への、駅からのバス交通との接続を改善し、
利用者拡大を図る。 

実施内容 

駅への、駅からのバス交通との接続改善を図る。
ＫＴＲ駅を起点にダイヤの接続改善を進めること
で地域全体の公共交通のダイヤが順次つながる
パルスタイムテーブル化を目指す。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 ＫＴＲ、自治体、バス事業者 

備 考 KTR再生計画 



【出典】福井市都市交通戦略 第３回協議会資料 



３－（２） 駅周辺へ都市機能を誘導 

ねらい 
駅周辺に商業施設や公共施設等を誘致し、駅を
中心としたまちづくりを推進する。 

実施内容 
公共交通機関の利用性の高い駅周辺に商業施設
や住宅、公共施設（集会所、医療・福祉機関等）の
誘致を進め、公共交通の需要を束ねる。 

実施時期 速やかに改善（２５年度内に着手） 

実施主体 自治体 

備 考 ティームＫＴＲ提案 



 



３－（４）府職員をはじめ、行政職員の 
      積極利用（通勤、出張） 

ねらい 
行政職員が率先して利用することにより、範とし
て地域住民の利用を促す。 

実施内容 
各地で進められているエコ通勤運動を促進する。
とりわけ、府職員を始め自治体職員の通勤、出張
時のＫＴＲ利用を積極的に推進する。 

実施時期 速やかに改善（２４年度内に着手） 

実施主体 自治体 

備 考 


